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原町一丁目・洗足一丁目地区（原町一丁目１～４・13～34番・洗足一丁目１～４・10～24番）にお住まいの方、土地や建物を所有している方にお送りしています。

補助第４６号線の道路整備とまちの未来を考える情報誌

４６沿道まちづくり協議会（以下、「協議会」）では、補助第４６号線の整備と沿道まちづくりの方向性を示した
「４６沿道まちづくり提案」（以下、「４６提案」）を令和４年に取りまとめ、その実現に向けて活動を進めています。

令和７年１０月１９日（日）、原町一丁目町会、洗足北町会、原町
西町会の３町会合同で、４６防災イベントを実施しました。西小山まちづくり
協議会にもご協力いただき、補助第４６号線上を一部全面通行止めして実
施し、大勢の方々にお越しいただきました。防災訓練は、来年度以降も継続
的に町会合同で実施していくことを目指していきます。

Topic1
令和７年９月、AEDの空白地となっていた原町一丁目・洗足一丁目に

おいて、補助第４６号線沿道の洗足北共栄ひろばに、区防災課が管理する
AEDが設置されました。

⇒詳細は次ページ

Topic2

くり協議会

い。

！！



・スタンドパイプ放水訓練が親子連れに好評だった
・応急手当の仕方や簡易担架の作り方等救助に関する企画を加えても良いのでは
・学生も主体となって地域の防災に取り組むのが望ましい。周知も工夫したい
・商店街等とも協力し、地域を色々な形で巻き込んだイベントとなれば良い
・どこで何をやっているか分かりづらく、企画場所を集中させても良いのでは
・消防車等の借用品は先着なので、来年度の日時や企画内容を早めに決めたい
・３町会合同で実施しているため、町会ごとにそれぞれ役割を持ち回り行ってはどうか
・原町一丁目町会単独の防災訓練や他町会とも合同で行えば、準備等の負担の
軽減にもなる

・協議会が解散した後も４６防災イベントを３町会合同で継続するために、予算
の確保や運営体制の構築等の検討を進める必要がある
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災害時の拠点となることが想定される補助第46号線を活用し、昨年度より地域合同の防災訓練を実施しています。今年度は、補助第４６号線の一部区間で全面交通
規制を行い車道上の消火栓を用いた放水訓練を行ったほか、炊き出しやシールラリーの景品として防災グッズ・食料の配布も行う等、多数の企画を用意しました。

また、今回は、町会のメンバーに限らず、新たな企画や参加者（地域の子育て層など）の獲得を目指し、西小山まちづくり協議会と合同で開催しました。
■日時
１０月１９日（日） １０:３０～１２:３０
※１１:３０頃から降雨の影響で規模を縮小して実施

■場所
補助第４６号線(旧芝信用金庫前の区間で両側交
通規制) 、西小山公園、にこまるMINE PARK

■来場者数
７２名（うち放水訓練参加者数２９名）

企画① 放水訓練
目黒消防団第九分団のレクチャーのもと、町会員と来場
者向けにスタンドパイプを使った放水訓練を実施しました。

来場者向け放水訓練 町会員向け放水訓練

会場マップ

企画② 煙体験ハウス
目黒区防災課が煙体験ハウスを設置し、火災時の対処法な
どのレクチャーや防災に関するパンフレットの配布を行いました。

企画③ 消防士体験ブース
目黒消防署大岡山出張所、目黒消防団第九分団の協
力で、消防車の展示と防火服の着装体験を行いました。

体験前のレクチャー 煙体験ハウスの中へ 消防車試乗体験 子ども向け防火服着装体験

企画④ 炊き出し
アルファ化米とレトルトカレーを使った炊き出しを実施し、目
黒区で備蓄しているクッキーと保存水を配布しました。

企画⑤ 水消火器による的あてゲーム
目黒消防署大岡山出張所より水消火器を借用し、消火
器の扱い方を学びながら炎の的あてゲームを実施しました。

企画⑥ 防災シールラリー
西小山まちづくり協議会の協力で、会場の回遊を促進す
るため、シールを集め景品と交換するラリーを実施しました。

消防士と一緒に放水体験 水消火器を使った的あて クイズに答えてシール集め 会場を回る様子運営スタッフにも配布 ブルーシート上で食事

協議会活動について昨年度の振
り返りと今年度の進め方を確認した
後、４６防災イベントの実施日程
や企画内容、準備の役割分担につ
いて話し合いました。

※西小山まちづくり協議会と
合同開催
４６防災イベントに向け、当日の

動きの最終確認を行い、役割分担
について話し合いました。

今年度は、地域の防災性向上と町会連携の強化を目的とした町会合同防災訓練の継続開催を行ったほか、
４６提案の中でまだ取り組めていない項目のうち、植栽等に関する取組（植栽配置や樹種選定等）と安全性
確保に関する取組 （スタンドパイプ・ガードパイプ等の設置）について、補助第４６号線の工事スケジュールを
踏まえた考え方の整理や検討の進め方を議論しました。

実施概要

４６防災イベントの振り返りを
行った他、補助第４６号線の
工事状況を確認し、沿道植栽、
スタンドパイプ、ガードパイプの設置
について、考え方の整理や検討
の進め方を話し合いました。

４６防災イベントの振り返り



地域主体の取組
■町会合同防災訓練の継続的な実施
地域のさらなる防災性の向上に向けて、今後も継続的に町会合同で防災訓練を実施してい

きます。来年度は１１月頃の開催を予定し、放水訓練の継続実施の他、AEDの使い方や
簡易担架の作り方といった救助に関する新規企画も検討していきます。地域の皆様のご参加
をお待ちしております。

植栽等に関する取組
■沿道植栽の樹種選定
樹種選定にあたっては、第３７回協議会で、補助第４６号線沿道にお住まいの方を対象

にアンケートをとるべきとの意見がありました。この意見を踏まえ、来年度中の樹種選定に向けた
進め方について、第一市街地整備事務所から次回の協議会で提案していただく予定です。

安全性確保に関する取組
■スタンドパイプ等の設置

■ガードパイプの設置

まずは、スタンドパイプを使用するために必要な消火栓の位置について、協議会の意見を
とりまとめ、区や第一市街地整備事務所と連携し、協議会から設置者に要望していきます。

４６提案で要望された安全な道路空間の実現に向けて、第一市街地整備事務所が
設置位置の検討を進めることを確認しました。

【協議会事務局】目黒区 街づくり推進部 木密地域整備課（担当:永井・石倉）
住所 :〒１５３－８５７３ 目黒区上目黒２丁目１９番１５号
電話 :０３－５７２２－９６５７ FAX:０３－５７２２－９２３９
メール:nishikoyama-kai@city.meguro.tokyo.jp 【発行】 原町一丁目・洗足一丁目地区４６沿道まちづくり協議会

【編集協力】株式会社ＵＲリンケージ

補助４６号線沿道まちづくりに関するご意見、又は、このニュースに関するご質問などがございましたら、下記までご連絡ください。お
問
い
合
わ
せ
先

協議会では、４６提案の実現に向けた意見交換や東京都・目黒区からの情報
共有などを主に行っています。
道路整備とともにより良いまちにしていくためには地域の皆様の声が大切です。皆様

の協議会へのご参加をお待ちしております。参加を希望される方は、協議会事務局
までお問い合わせください。

新規参加者大歓迎！！
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